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表5.12劣化進行予測の考え方
細孔溶液分析による
ＯＨ－イオン濃度(、Cl／l）
#厚菫ヨニii琴０．１％以上０．１％未満ＮＢＲＩ試験によるコアの膨張量（材齢１４日）
判定Ａ：骨材中の残留反応性成分、細孔溶液中の水酸化アルカリとも多く、将来劣化
が進行する可能性が大きい。
判定Ｂ※：骨材中の残留反応性成分は多いが、水酸化アルカリの濃度は低いため将来の
劣化進行の可能性は小さい。
判定ｃ：水酸化アルカリの濃度は高いが、骨材中の残留反応性成分は少ないため、将
来の劣化進行の可能性は小さい。
判定Ｄ：骨材中の残留反応性成分も少なく、細孔溶液中の水酸化アルカリ濃度も低い
ので、将来の劣化進行は殆どない。
※コア採取箇所のひび割れなどの影響で、ＯＨ－イオン濃度にばらつきがあること
から、これらに対する考慮が必要である。
よってＡＳＲで劣化した構造物の将来の劣化進行の可能性を、今まで以上に正
確に把握できるものと考えられる。
また、ﾌﾗｲｱｯｼｭを混入したｺﾝｸﾘｰﾄはﾎﾟｿﾞﾗﾝ反応による強度発現特性、耐久性、
および､発熱特性を総合的に評価して配合設計することが望ましい｡本章では、
ﾌﾗｲｱｯｼｭ混入ｺﾝｸﾘｰﾄの各種特』性について実験、評価を行なった。
まず、ﾌﾗｲｱｯｼｭ置換率を変化させて実施したﾓﾙﾀﾙ強度試験の結果、へ゛-ｽｾﾒﾝﾄ
として普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄを使用し、ﾌﾗｲｱｯｼｭ置換率を高くすることにより、材齢
２８日から９１日の範囲においてﾌﾗｲｱｯｼｭのﾎﾟｿﾞﾗﾝ反応をより活発化させること
ができることを明らかにした（図４)。
また、ﾌﾗｲｱｯｼｭ置換率を
高くすることにより、
ASRに対してより大きな
抑制効果を期待できるが、
ﾍﾞｰｽｾﾒﾝﾄを含めた配合選
定を考える場合、発熱特
性の変化を考慮に入れる
必要がある。ｺﾝｸﾘｰﾄの発
熱特性を正確に評価する
ためには、断熱温度上昇
試験の精度確保が重要と
なるが、本研究では、断
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図４ﾓﾙﾀﾙの圧縮強度比
(普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ/中庸熱ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ）
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熱温度上昇試験機の制御精度の検証を目的として、ｱﾙﾐﾆｳﾑﾌﾞﾛｯｸにｼﾞｭｰﾉﾚ熱を与
えてｺﾝｸﾘｰﾄの発熱現象を模擬する検証ｼｽﾃﾑを提案した。
次に、ﾌﾗｲｱｯｼｭ混入ｺﾝｸﾘｰﾄの諸特性を評価した結果、ﾌﾗｲｱｯｼｭ混入により単位
水量の低減とﾌﾞﾘｰﾃﾞ,ｲﾝｸ量の減少が図れること､強度発現特性は遅延するが、
早強ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄをへ゛－ｽｾﾒﾝﾄとすることでそれを改善できること、長期強度の
伸びが期待できること、また、塩水、凍結融解、乾燥収縮、ＡＳＲに対する抵抗
性は、ﾌﾗｲｱｯｼｭの混入により向上することを確認した。
最後に、ダムｺﾝｸﾘｰﾄ構造物全体の安定性に影響を及ぼすﾀﾞﾑ基礎岩盤の調査・
評価方法について検討した。ダム基礎岩盤には多数の不連続面が存在するが､不
連続面の構成要素（節理の方向性、大きさ、数、開口性）の調査・評価方法を
検討した後、実際の岩盤を対象として評価を行なった。
学位論文審査結果の要旨
本学位論文に関して，平成１４年１月２２日に第１回審査委員会を開催し，面接審査を実施した後，論文の内
容を検討した。さらに，２月１日に行われた口頭発表の後に開催された第２回審査委員会において協議をし
た結果，以下のように判定した。
本論文においては，まず，アルカリ骨材反応によって劣化したダムコンクリート擁壁に関する調査結果に
対して詳細な分析を行うことによって環境条件がコンクリート構造物の劣化におよぼす環境について貴重な
知見を得ている。また，その調査の過程において得られた特異な現象に着目し，さらに室内実験を実施する
ことによって劣化コンクリートの将来における損傷進行に対する独自の予測法を提案している。さらに，ダ
ムコンクリートにおけるアルカリ骨材反応防止対策の1つとしてフライアッシュの有効利用の問題を取り上
げ，それに関連してダムコンクリートの発熱特性などについても重要な成果を得ている。一方，ダム全体の
安定性という観点から，基礎岩盤の力学特性を評価することが重要であるとして，岩盤内に存在する不連続
面を定量的に評価するための解析モデルを構築し，それの実際の岩盤への適用性を検討している。
以上の研究成果は，アルカリ骨材反応によって損傷を受けたダムコンクリートの劣化進行予測およびコン
クリートダムの安定性に関連する技術の発展に大きく貢献するものであり，博士論文として価値あるものと
判定した。
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